
1O
地域医療構想による変革が進む中核病院が
地域事情に応えるべく高性能CT2台を導入し、
患者と医療従事者に“優しい検査”を実現する
1944年の開設以来７５年以上の長きにわたり、滋賀県北東部の湖北医療圏の地域医療を支え続けてきた市立長浜病院。
現在、大規模な病棟改修工事中だが、2021年には病床スペースを拡大するなど、機能を大幅にアップする予定だ。
同院の放射線科では、2020年６月及び８月に最先端技術を搭載した高性能CT ２台の更新を一挙に果たした。
低被ばく性に加え、造影剤の低減を実現した新装置でDual Energy Imagingの積極的な臨床活用を目指している。
同院の診療の現況と、新CTの評価について、院長の神田雄史氏、放射線科責任部長の若宮 誠氏らに聞いた。

市立長浜病院
2 O2 O     

滋賀県

2020 年 6 月に稼働を開始した Siemens Healthineersの最新型モバ
イルワークフロー CT「SOMATOM go.Top」。低被ばく撮影を実現
するTin filter technologyを搭載するなど、多彩な機能を有しており、
被検者・オペレーターに優しい CT 検査環境を実現している。

仕上サイズ
データ 登録
280
210
右アキ

280
210
右

天地
左右
アキ
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1O

―
―
病
院
の
概
要
か
ら
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

当
院
は
１
９
４
４（
昭
和
19
）年
に
開
設
さ
れ
、

１
９
９
６
年
に
現
在
の
地
に
移
転
し
ま
し
た
。

当
院
が
あ
る
長
浜
市
と
隣
接
す
る
米
原
市
か
ら

な
る
湖
北
医
療
圏
は
、
琵
琶
湖
の
１・２
倍
の
面

積
を
有
し
て
い
ま
す
が
、
人
口
は
両
市
合
わ
せ

て
16
万
人
を
割
り
込
む
程
度
で
、
人
口
減
少
と

高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
地
域
で
す
。

　

急
性
期
医
療
に
関
し
て
は
、
当
院
と
、
当
院

と
ほ
ぼ
同
じ
規
模
の
長
浜
赤
十
字
病
院
が
あ
り
、

圏
内
の
患
者
さ
ん
の
90
％
以
上
を
カ
バ
ー
し
て

い
る
も
の
の
、
慢
性
期
の
患
者
さ
ん
は
、
お
よ

そ
７
割
が
医
療
圏
外
に
流
出
し
て
お
り
、
医
療

圏
全
体
の
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　

当
院
は
、
こ
の
よ
う
な
地
域
に
お
い
て
、
住

民
の
方
々
の
健
康
を
守
る
た
め
に
、「
人
中
心
の

医
療
」
の
発
展
と
地
域
完
結
型
の
医
療
の
推
進

を
理
念
と
し
、
医
療
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
に
、
２
０
１
５
年
に
は
救
急
医
療
へ
の
対

応
強
化
を
目
指
し
て
診
療
支
援
棟
を
完
成
さ
せ
、

２
０
１
６
年
に
は
患
者
さ
ん
や
そ
の
家
族
を
支

え
る
た
め
の
患
者
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
立
、

２
０
１
８
年
に
は
地
域
医
療
支
援
病
院
の
承
認

を
取
得
す
る
な
ど
、
積
極
果
敢
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
さ
ら
に
、
２
０
１
９
年
に
は
公
益
財
団

法
人
日
本
医
療
機
能
評
価
機
構
に
よ
る
病
院
機

に
多
大
な
貢
献
を
し
て
い
ま
す
。
ス
タ
ッ
フ
の

人
数
こ
そ
多
く
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
先
進
的
な

医
療
実
現
や
病
院
の
医
療
の
質
の
向
上
に
対
し

て
積
極
的
に
働
い
て
く
れ
て
お
り
、
高
く
評
価

し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
新
し
い
Ｃ
Ｔ
の
導
入
に
つ
い
て
も
、

放
射
線
科
と
放
射
線
技
術
科
が
独
自
に
動
き
、

機
種
の
選
定
等
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
な

お
、
機
種
の
選
定
に
つ
い
て
は
、
放
射
線
科
の

こ
れ
ま
で
の
実
績
と
取
り
組
み
へ
の
評
価
か

ら
、
医
療
現
場
で
実
際
に
装
置
を
扱
う
彼
ら
に

任
せ
て
い
ま
す
。

　

当
院
で
は
、
優
れ
た
性
能
を
持
つ
新
規
の
医

療
機
器
導
入
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
ま
す
が
、

医
療
の
質
の
向
上
は
当
然
に
し
て
も
、
医
師
ら

ス
タ
ッ
フ
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
向
上
に
も
貢
献
し

て
い
ま
す
。

―
―
病
院
全
体
の
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。

　

今
回
、
実
施
し
て
い
る
病
院
の
改
築
は
将
来

能
評
価
の
認
定
も
更
新
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
平
成
30
年
度
の
実
績
で
、
年
間
の
入

院
患
者
数
は
12
万
８
６
８
５
人
、
外
来
患
者
数

は
22
万
５
４
３
６
人
、
救
急
車
搬
送
数
は

２
６
５
６
人
を
数
え
ま
す
。
し
か
し
、
今
年
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
（CO

V
ID
-19

）

の
流
行
拡
大
の
た
め
、
従
来
約
90
％
だ
っ
た
病

床
稼
働
率
が
70
％
程
度
に
落
ち
込
む
な
ど
の
影

響
を
受
け
て
い
ま
す
。

―
―
現
在
、
病
棟
の
改
築
工
事
を
進
め
て
い
る

最
中
と
伺
っ
て
い
ま
す
。

　

移
転
か
ら
24
年
が
経
過
し
、
病
棟
の
配
管
ま

わ
り
な
ど
、
外
観
上
わ
か
り
に
く
い
箇
所
の
老

朽
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
施
設
の
修
繕

と
、
患
者
さ
ん
の
高
齢
化
や
地
域
の
ニ
ー
ズ
に

合
わ
せ
た
病
棟
の
改
築
工
事
を
昨
年
よ
り
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

改
修
工
事
で
は
、
病
棟
に
あ
る
全
ト
イ
レ
の

洋
式
化
や
、
４
床
部
屋
を
減
ら
し
て
個
室
を
増

や
す
な
ど
、
１
床
当
た
り
の
病
床
ス
ペ
ー
ス
を

拡
張
す
る
と
い
っ
た
患
者
さ
ん
主
体
の
工
事
を

進
め
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
今
年
４
月
に
産
婦
人
科
お
よ
び
小
児

科
に
関
す
る
病
棟
な
ど
、
一
部
完
了
し
た
工
事

も
あ
り
ま
す
が
、
残
念
な
が
ら
、CO

V
ID
-19

の
影
響
で
工
事
が
は
か
ど
ら
ず
、
本
来
来
年
の

春
に
完
了
す
る
予
定
が
来
年
の
秋
に
ず
れ
込
み

そ
う
で
す
。

―
―
放
射
線
科
で
は
、
今
年
２
台
の
Ｃ
Ｔ
更
新

を
行
っ
た
と
伺
っ
て
い
ま
す
。

　

放
射
線
科
は
、
高
度
な
医
療
を
実
践
す
る
の

に
不
可
欠
な
画
像
診
断
業
務
に
お
い
て
、
当
院

を
見
据
え
た
改
修
で
す
。
人
口
減
少
と
高
齢
化

が
進
む
中
、
当
院
が
今
後
も
同
じ
経
営
形
態
で

継
続
し
続
け
ら
れ
る
と
は
思
え
ま
せ
ん
。

　

湖
北
医
療
圏
で
は
、
３
年
余
り
前
か
ら
地
域

医
療
構
想
の
話
が
徐
々
に
進
ん
で
き
て
い
ま
す
。

今
年
１
月
に
は
国
の
重
点
支
援
地
区
に
指
定
さ

れ
、
２
月
に
厚
生
労
働
省
の
担
当
者
が
視
察
に

来
ら
れ
ま
し
た
。
既
に
、
湖
北
圏
域
地
域
医
療

構
想
調
整
会
議
で
湖
北
４
病
院
の
再
編
イ
メ
ー

ジ
は
決
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
再
編
案
を
基

に
湖
北
地
域
全
体
の
医
療
を
持
続
的
に
維
持
で

き
る
体
制
が
早
急
に
確
立
さ
れ
る
こ
と
を
望
み

ま
す
。

　

厚
生
労
働
省
は
、
地
域
医
療
構
想
の
実
現
に

向
け
た
取
り
組
み
、
医
療
従
事
者
の
働
き
方
改

革
、
医
師
偏
在
対
策
の
３
つ
の
改
革
を
三
位
一

体
で
推
進
す
る
と
謳
っ
て
い
ま
す
。
当
院
と
し

て
も
、
湖
北
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
医
療
提
供

体
制
を
整
備
し
、
地
域
包
括
ケ
ア
の
理
想
像
を

追
求
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

1980 年京都大学医学部卒。同大学医学部附属病院、
特定医療法人社団御上会 野洲病院、市立島田市民病
院等を経て、1995年市立長浜病院 外科部長。2009 年
同院 診療局理事、2011 年同院 診療局長（外科系）、
2012 年同院 副院長を経て、2016 年より現職。

神田雄史（かんだ・ゆうじ）氏

市
立
長
浜
病
院 

院
長 神

田
雄
史
氏
に
聞
く
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市
立
長
浜
病
院
に
は
画
像
診
断
用
の
Ｃ
Ｔ
が

３
台
導
入
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
病
院
本

館
に
設
置
さ
れ
て
い
る
２
台
の
Ｃ
Ｔ
を
２
０
２
０

年
に
更
新
。
６
月
に
は
モ
バ
イ
ル
ワ
ー
ク
フ
ロ
ー

Ｃ
Ｔ
「SO

M
A

T
O

M
 go.T

op

（Siem
ens 

H
ealthineers

、
以
下 

シ
ー
メ
ン
ス
）」
が
稼
働

を
開
始
し
、
続
い
て
８
月
に
は
、
同
じ
く
シ
ー
メ

ン
ス
製
の
「SO

M
A

T
O

M
 D

rive

」
が
稼
働
を

開
始
し
て
い
る
。

　

２
台
の
Ｃ
Ｔ
更
新
の
経
緯
に
つ
い
て
、
若
宮
氏

は
つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
２
台
の
Ｃ
Ｔ
は
す
で
に
稼
働
か
ら
10
年
以
上
が

経
過
し
て
お
り
、
更
新
の
時
期
を
迎
え
て
い
ま

し
た
。
１
台
ず
つ
更
新
し
て
い
く
こ
と
も
考
え
ら

れ
ま
し
た
が
、
病
院
経
営
層
の
理
解
も
得
た
こ

と
か
ら
、
Ｃ
Ｔ
２
台
を
同
時
に
更
新
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
放
射
線
科
で
は
、
こ
れ
を
機

会
に
ぜ
ひ
性
能
の
良
い
装
置
を
導
入
し
た
い
と

考
え
た
の
は
当
然
の
こ
と
で
し
た
」

　

新
装
置
導
入
に
際
し
、
性
能
面
で
重
視
し
た

ポ
イ
ン
ト
を
、
若
宮
氏
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
ま
ず
、
重
視
し
た
の
が
、
被
ば
く
線
量
と
造
影

剤
量
の
低
減
で
す
。
被
ば
く
線
量
は
も
ち
ろ
ん

で
す
が
、
低
濃
度
の
造
影
剤
で
あ
れ
ば
、
静
注

す
る
際
の
注
射
針
も
細
い
も
の
を
使
用
で
き
、

よ
り
患
者
さ
ん
に
優
し
い
検
査
を
受
け
て
も
ら

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
実
際
の
検
査
で
は
、
高

齢
の
患
者
さ
ん
に
お
い
て
造
影
剤
を
注
入
す
る

た
め
の
太
い
血
管
が
な
か
な
か
見
つ
か
ら
な
い
と

い
っ
た
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
し
、
最
近
は
腎
機
能

を
気
に
さ
れ
る
患
者
さ
ん
や
そ
の
家
族
の
方
、

紹
介
医
療
機
関
の
方
も
多
い
の
で
、
造
影
剤
の

低
減
は
必
須
の
機
能
と
考
え
た
の
で
す
。

　

こ
の
２
点
に
加
え
、Dual Energy Im

aging

を
臨
床
レ
ベ
ル
で
使
用
で
き
る
機
能
を
有
し
て
い

る
Ｃ
Ｔ
を
希
望
し
ま
し
た
。Dual Energy 

Im
aging

は
、
ヨ
ー
ド
マ
ッ
ピ
ン
グ
や
仮
想
単
色

X
線
画
像
（V

irtual m
onochrom

atic im
age

）

な
ど
、
今
後
の
画
像
診
断
に
は
欠
か
せ
な
い
機

能
で
す
。
こ
れ
ら
の
機
能
が
充
実
し
て
い
る
点
を

要
件
と
し
て
複
数
社
の
装
置
を
検
討
し
、
ま
た
、

各
地
の
病
院
等
を
見
学
し
て
評
価
し
た
結
果
、

シ
ー
メ
ン
ス
の『SO

M
A

T
O

M
 go.T

op

』
と

『SOM
A

TOM
 Drive

』
を
選
定
し
ま
し
た
」

「SO
M

A
T

O
M

 go.T
op

」
は
２
０
２
０
年
６
月

　

放
射
線
科
は
診
断
部
門
と
治
療
部
門
に
分
か

れ
て
お
り
、
診
断
部
門
に
は
常
勤
医
２
名
と
、

大
学
病
院
か
ら
の
非
常
勤
医
１
名
が
、
Ｃ
Ｔ
、

Ｍ
Ｒ
Ｉ
、
Ｒ
Ｉ
等
の
画
像
診
断
お
よ
び
Ｉ
Ｖ
Ｒ
を

実
施
し
て
い
る
と
放
射
線
科 

診
断
部
門
の
責
任

部
長
で
あ
る
若
宮 

誠
氏
は
話
す
。

「
放
射
線
科
で
は
、
Ｃ
Ｔ
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
、
Ｒ
Ｉ
合
わ

せ
て
１
日
１
０
０
件
の
画
像
診
断
を
行
っ
て
お

り
、
画
像
診
断
管
理
加
算
２
を
取
得
す
る
な
ど
、

迅
速
な
画
像
診
断
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
Ｉ
Ｖ
Ｒ
は
年
間
で
１
８
０
件
以
上
実

施
し
て
お
り
、
中
心
静
脈
ポ
ー
ト
留
置
術
の
他
、

肝
細
胞
が
ん
に
対
す
る
肝
動
脈
化
学
塞
栓
療
法

（
Ｔ
Ａ
Ｃ
Ｅ
）
や
副
腎
静
脈
サ
ン
プ
リ
ン
グ
、
さ

ら
に
心
臓
血
管
外
科
と
共
同
で
ス
テ
ン
ト
グ
ラ

フ
ト
留
置
術
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
」

市
立
長
浜
病
院

放
射
線
科
（
診
断
部
門
）
責
任
部
長

若
宮 

誠
氏
に
聞
く

よ
り
稼
働
を
開
始
。
使
用
開
始
し
て
か
ら
ま
だ

僅
か
だ
が
、
若
宮
氏
は
同
Ｃ
Ｔ
の
性
能
に
と
て

も
満
足
し
て
い
る
と
話
す
。

「T
in filter technology

に
よ
る
被
ば
く
低
減

効
果
は
高
く
、
胸
部
で
従
来
装
置
に
よ
る
同
様

度
３
０
０m

gI/m
L

の
造
影
剤
を
２
４
０m

gI/
m

L

に
薄
め
る
こ
と
が
で
き
、
か
つ
使
用
量
も

減
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
合
わ
せ
る
と
、
か
な
り

減
少
し
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
の
一
方
で
、
造
影
剤
の
量
が
減
少
し
た
に
も

関
わ
ら
ず
、
画
像
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
は
従
来
装
置

に
比
べ
て
良
く
な
っ
て
お
り
、
画
像
も
診
療
放

射
線
技
師
た
ち
の
努
力
も
あ
り
、
大
変
見
や
す

い
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ル
ー
チ
ン
検
査
で
も
90　
kV
の
低
管
電
圧
で
撮

影
し
て
い
ま
す
し
、
造
影
剤
を
減
ら
し
た
い
時

は
80　
kV
と
さ
ら
に
低
管
電
圧
に
よ
る
検
査
を

行
っ
て
い
ま
す
。
心
臓
血
管
外
科
の
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
の
患
者
さ
ん
は
腎
機
能
が
悪
い
方
が
多
い

の
で
造
影
剤
低
減
は
必
須
で
す
が
、
管
電
圧
を

10　
kV
毎
に
調
整
で
き
、
な
お
か
つ
被
ば
く
を
減

ら
せ
る
上
に
画
質
も
良
い
の
で
、
大
い
に
気
に

入
っ
て
い
ま
す
」

　

D
ual Energy Im

aging

に
つ
い
て
も
、
ま

だ
症
例
数
は
少
な
い
も
の
の
、
高
い
可
能
性
を

感
じ
る
と
若
宮
氏
は
話
す
。

の
撮
影
と
比
較
す
る
と
被
ば
く
線
量
が
3
分
の

1
に
減
り
、
か
つ
画
質
も
向
上
し
て
い
ま
す
。

　

造
影
剤
の
量
も
明
ら
か
に
減
り
ま
し
た
。
患

者
さ
ん
や
検
査
内
容
に
よ
っ
て
若
干
異
な
り
ま

す
が
、
従
来
の
検
査
で
多
く
用
い
ら
れ
て
い
た
濃

「D
ual Energy Im

aging

に
つ
い
て
は
、
肺
動

脈
塞
栓
症
の
患
者
さ
ん
に
対
し
て
何
度
か
画
像

診
断
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
ヨ
ー
ド
マ
ッ
ピ
ン
グ

で
欠
損
が
残
っ
て
い
る
部
位
を
見
る
と
、
塞
栓
の

様
子
が
明
確
に
わ
か
り
ま
す
。
当
院
で
は
、
新

Ｃ
Ｔ
稼
働
に
合
わ
せ
て
画
像
解
析
用
の
『syngo.

via

』
も
導
入
し
ま
し
た
の
で
、D

ual Energy 
Im

aging

に
つ
い
て
は
、
今
後
さ
ら
に
検
査
数
を

増
や
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

　

若
宮
氏
は
、
自
身
が
行
っ
て
い
る
Ｃ
Ｔ
ガ
イ
ド

下
生
検
に
、「SO

M
A

T
O

M
 go.T

op

」
の
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
を
活
用
し
た
「Guide &

 Go

」
機

能
も
有
用
で
あ
る
と
話
す
。

「
件
数
は
多
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、
Ｃ
Ｔ
ガ
イ
ド
下

生
検
を
実
施
す
る
際
、
術
者
で
あ
る
私
が
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
で
テ
ー
ブ
ル
の
位
置
の
制
御
や
、
モ

ニ
タ
に
映
し
出
す
ス
ラ
イ
ス
画
像
を
簡
単
に
操

作
で
き
る
点
は
便
利
で
す
ね
。

　

こ
の
操
作
性
と
高
い
機
能
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く

併
せ
持
っ
て
い
る
『SOM

A
TOM

 go.T
op

』
に

は
、
極
め
て
満
足
し
て
い
ま
す
」

　

８
月
に
は
「SO

M
A

T
O

M
 D

rive

」
も
稼
働

を
開
始
し
て
お
り
、
若
宮
氏
は
同
装
置
に
も
大

い
に
期
待
し
て
い
る
と
話
す
。

「D
ual Source CT

で
あ
る
『SO

M
A

T
O

M
 

Drive

』
は
、
純
粋
に
装
置
の
基
本
性
能
が
高
く
、

心
臓
検
査
に
お
け
る
高
い
時
間
分
解
能
の
活
用

や
、
さ
ら
な
る
低
管
電
圧
撮
影
、
そ
し
てD

ual 
Energy　

Im
aging

の
機
能
的
な
広
が
り
に
期

待
し
て
い
ま
す
。
そ
の
一
方
で
、『SO

M
A

T
O

M
 

go.T
op

』
もT

in filter technology

を
使
っ
た

肺
の
単
純
Ｃ
Ｔ
な
ど
、
そ
の
低
被
ば
く
性
能
が

発
揮
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
お
り
、
今

は
こ
の
２
台
の
Ｃ
Ｔ
を
ど
の
よ
う
に
活
用
し
て
い

く
か
、
ワ
ク
ワ
ク
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
」

■

市
立
長
浜
病
院
　
放
射
線
科
（
診
断
部
門
）

“
患
者
に
優
し
い
”
低
被
ば
く
と
造
影
剤
量
の
低
減
を
実
現
し
、

D
ual E

nergy Im
aging

の
日
常
診
療
で
の
積
極
的
活
用
目
指
す

1998 年滋賀医科大学卒、同年滋賀医科大学
放 射 線 科 研 修 医。2000 年 友 仁 山 崎 病 院、
2007 年滋賀医科大学放射線科、2010 年市立
長浜病院部長、2012 年より現職。

若宮 誠（わかみや・まこと）氏

患
者
に
対
す
る
“
優
し
さ
”
に
加
え
て
、

D
ual E

nergy

機
能
の
優
位
性
を
重
視

S
iem

ens H
ealthineers

の
Ｃ
Ｔ

バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
高
機
能
Ｃ
Ｔ
と
し
て

そ
の
汎
用
性
と
機
能
性
の
高
さ
を
評
価

モ
バ
イ
ル
ワ
ー
ク
フ
ロ
ー
Ｃ
Ｔ
「S

O
M

ATO
M

 go.Top

」

着脱可能なタブレット端末を用いることで、患者登録から
条件設定、セッティング、撮影、画像確認および画像デー
タの転送など、一連の CT に関する操作を検査室内で行う 
ことができる（写真は上下共「SOMATOM go.Top」）。

寝台のストロークは 2000mmを有しながら、装置全体のコンパクトさを
維持。現病院が開設された当時（1996年）にシングルスライスヘリカル
CT装置が稼働していた約24㎡の検査室にも、設置が可能である。
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市
立
長
浜
病
院
に
は
画
像
診
断
用
の
Ｃ
Ｔ
が

３
台
導
入
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
病
院
本

館
に
設
置
さ
れ
て
い
る
２
台
の
Ｃ
Ｔ
を
２
０
２
０

年
に
更
新
。
６
月
に
は
モ
バ
イ
ル
ワ
ー
ク
フ
ロ
ー

Ｃ

Ｔ
「SO

M
A

T
O

M
 go.T

op

（Siem
ens 

H
ealthineers

、
以
下 

シ
ー
メ
ン
ス
）」
が
稼
働

を
開
始
し
、
続
い
て
８
月
に
は
、
同
じ
く
シ
ー
メ

ン
ス
製
の
「SO

M
A

T
O

M
 D

rive

」
が
稼
働
を

開
始
し
て
い
る
。

　

２
台
の
Ｃ
Ｔ
更
新
の
経
緯
に
つ
い
て
、
若
宮
氏

は
つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
２
台
の
Ｃ
Ｔ
は
す
で
に
稼
働
か
ら
10
年
以
上
が

経
過
し
て
お
り
、
更
新
の
時
期
を
迎
え
て
い
ま

し
た
。
１
台
ず
つ
更
新
し
て
い
く
こ
と
も
考
え
ら

れ
ま
し
た
が
、
病
院
経
営
層
の
理
解
も
得
た
こ

と
か
ら
、
Ｃ
Ｔ
２
台
を
同
時
に
更
新
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
放
射
線
科
で
は
、
こ
れ
を
機

会
に
ぜ
ひ
性
能
の
良
い
装
置
を
導
入
し
た
い
と

考
え
た
の
は
当
然
の
こ
と
で
し
た
」

　

新
装
置
導
入
に
際
し
、
性
能
面
で
重
視
し
た

ポ
イ
ン
ト
を
、
若
宮
氏
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
ま
ず
、
重
視
し
た
の
が
、
被
ば
く
線
量
と
造
影

剤
量
の
低
減
で
す
。
被
ば
く
線
量
は
も
ち
ろ
ん

で
す
が
、
低
濃
度
の
造
影
剤
で
あ
れ
ば
、
静
注

す
る
際
の
注
射
針
も
細
い
も
の
を
使
用
で
き
、

よ
り
患
者
さ
ん
に
優
し
い
検
査
を
受
け
て
も
ら

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
実
際
の
検
査
で
は
、
高

齢
の
患
者
さ
ん
に
お
い
て
造
影
剤
を
注
入
す
る

た
め
の
太
い
血
管
が
な
か
な
か
見
つ
か
ら
な
い
と

い
っ
た
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
し
、
最
近
は
腎
機
能

を
気
に
さ
れ
る
患
者
さ
ん
や
そ
の
家
族
の
方
、

紹
介
医
療
機
関
の
方
も
多
い
の
で
、
造
影
剤
の

低
減
は
必
須
の
機
能
と
考
え
た
の
で
す
。

　

こ
の
２
点
に
加
え
、Dual Energy Im

aging

を
臨
床
レ
ベ
ル
で
使
用
で
き
る
機
能
を
有
し
て
い

る
Ｃ
Ｔ
を
希
望
し
ま
し
た
。Dual Energy 

Im
aging

は
、
ヨ
ー
ド
マ
ッ
ピ
ン
グ
や
仮
想
単
色

X
線
画
像
（V

irtual m
onochrom

atic im
age

）

な
ど
、
今
後
の
画
像
診
断
に
は
欠
か
せ
な
い
機

能
で
す
。
こ
れ
ら
の
機
能
が
充
実
し
て
い
る
点
を

要
件
と
し
て
複
数
社
の
装
置
を
検
討
し
、
ま
た
、

各
地
の
病
院
等
を
見
学
し
て
評
価
し
た
結
果
、

シ
ー
メ
ン
ス
の『SO

M
A

T
O

M
 go.T

op

』
と

『SOM
A

TOM
 Drive

』
を
選
定
し
ま
し
た
」

「SO
M

A
T

O
M

 go.T
op

」
は
２
０
２
０
年
６
月

　

放
射
線
科
は
診
断
部
門
と
治
療
部
門
に
分
か

れ
て
お
り
、
診
断
部
門
に
は
常
勤
医
２
名
と
、

大
学
病
院
か
ら
の
非
常
勤
医
１
名
が
、
Ｃ
Ｔ
、

Ｍ
Ｒ
Ｉ
、
Ｒ
Ｉ
等
の
画
像
診
断
お
よ
び
Ｉ
Ｖ
Ｒ
を

実
施
し
て
い
る
と
放
射
線
科 

診
断
部
門
の
責
任

部
長
で
あ
る
若
宮 

誠
氏
は
話
す
。

「
放
射
線
科
で
は
、
Ｃ
Ｔ
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
、
Ｒ
Ｉ
合
わ

せ
て
１
日
１
０
０
件
の
画
像
診
断
を
行
っ
て
お

り
、
画
像
診
断
管
理
加
算
２
を
取
得
す
る
な
ど
、

迅
速
な
画
像
診
断
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
Ｉ
Ｖ
Ｒ
は
年
間
で
１
８
０
件
以
上
実

施
し
て
お
り
、
中
心
静
脈
ポ
ー
ト
留
置
術
の
他
、

肝
細
胞
が
ん
に
対
す
る
肝
動
脈
化
学
塞
栓
療
法

（
Ｔ
Ａ
Ｃ
Ｅ
）
や
副
腎
静
脈
サ
ン
プ
リ
ン
グ
、
さ

ら
に
心
臓
血
管
外
科
と
共
同
で
ス
テ
ン
ト
グ
ラ

フ
ト
留
置
術
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
」

よ
り
稼
働
を
開
始
。
使
用
開
始
し
て
か
ら
ま
だ

僅
か
だ
が
、
若
宮
氏
は
同
Ｃ
Ｔ
の
性
能
に
と
て

も
満
足
し
て
い
る
と
話
す
。

「T
in filter technology

に
よ
る
被
ば
く
低
減

効
果
は
高
く
、
胸
部
で
従
来
装
置
に
よ
る
同
様

度
３
０
０m

gI/m
L

の
造
影
剤
を
２
４
０m

gI/
m

L

に
薄
め
る
こ
と
が
で
き
、
か
つ
使
用
量
も

減
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
合
わ
せ
る
と
、
か
な
り

減
少
し
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
の
一
方
で
、
造
影
剤
の
量
が
減
少
し
た
に
も

関
わ
ら
ず
、
画
像
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
は
従
来
装
置

に
比
べ
て
良
く
な
っ
て
お
り
、
画
像
も
診
療
放

射
線
技
師
た
ち
の
努
力
も
あ
り
、
大
変
見
や
す

い
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ル
ー
チ
ン
検
査
で
も
90　
kV
の
低
管
電
圧
で
撮

影
し
て
い
ま
す
し
、
造
影
剤
を
減
ら
し
た
い
時

は
80　
kV
と
さ
ら
に
低
管
電
圧
に
よ
る
検
査
を

行
っ
て
い
ま
す
。
心
臓
血
管
外
科
の
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
の
患
者
さ
ん
は
腎
機
能
が
悪
い
方
が
多
い

の
で
造
影
剤
低
減
は
必
須
で
す
が
、
管
電
圧
を

10　
kV
毎
に
調
整
で
き
、
な
お
か
つ
被
ば
く
を
減

ら
せ
る
上
に
画
質
も
良
い
の
で
、
大
い
に
気
に

入
っ
て
い
ま
す
」

　

D
ual Energy Im

aging

に
つ
い
て
も
、
ま

だ
症
例
数
は
少
な
い
も
の
の
、
高
い
可
能
性
を

感
じ
る
と
若
宮
氏
は
話
す
。

の
撮
影
と
比
較
す
る
と
被
ば
く
線
量
が
3
分
の

1
に
減
り
、
か
つ
画
質
も
向
上
し
て
い
ま
す
。

　

造
影
剤
の
量
も
明
ら
か
に
減
り
ま
し
た
。
患

者
さ
ん
や
検
査
内
容
に
よ
っ
て
若
干
異
な
り
ま

す
が
、
従
来
の
検
査
で
多
く
用
い
ら
れ
て
い
た
濃

「D
ual Energy Im

aging

に
つ
い
て
は
、
肺
動

脈
塞
栓
症
の
患
者
さ
ん
に
対
し
て
何
度
か
画
像

診
断
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
ヨ
ー
ド
マ
ッ
ピ
ン
グ

で
欠
損
が
残
っ
て
い
る
部
位
を
見
る
と
、
塞
栓
の

様
子
が
明
確
に
わ
か
り
ま
す
。
当
院
で
は
、
新

Ｃ
Ｔ
稼
働
に
合
わ
せ
て
画
像
解
析
用
の
『syngo.

via

』
も
導
入
し
ま
し
た
の
で
、D

ual Energy 
Im

aging

に
つ
い
て
は
、
今
後
さ
ら
に
検
査
数
を

増
や
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

　

若
宮
氏
は
、
自
身
が
行
っ
て
い
る
Ｃ
Ｔ
ガ
イ
ド

下
生
検
に
、「SO

M
A

T
O

M
 go.T

op

」
の
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
を
活
用
し
た
「Guide &

 Go

」
機

能
も
有
用
で
あ
る
と
話
す
。

「
件
数
は
多
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、
Ｃ
Ｔ
ガ
イ
ド
下

生
検
を
実
施
す
る
際
、
術
者
で
あ
る
私
が
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
で
テ
ー
ブ
ル
の
位
置
の
制
御
や
、
モ

ニ
タ
に
映
し
出
す
ス
ラ
イ
ス
画
像
を
簡
単
に
操

作
で
き
る
点
は
便
利
で
す
ね
。

　

こ
の
操
作
性
と
高
い
機
能
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く

併
せ
持
っ
て
い
る
『SOM

A
TOM

 go.T
op

』
に

は
、
極
め
て
満
足
し
て
い
ま
す
」

　

８
月
に
は
「SO

M
A

T
O

M
 D

rive

」
も
稼
働

を
開
始
し
て
お
り
、
若
宮
氏
は
同
装
置
に
も
大

い
に
期
待
し
て
い
る
と
話
す
。

「D
ual Source CT

で
あ
る
『SO

M
A

T
O

M
 

Drive

』
は
、
純
粋
に
装
置
の
基
本
性
能
が
高
く
、

心
臓
検
査
に
お
け
る
高
い
時
間
分
解
能
の
活
用

や
、
さ
ら
な
る
低
管
電
圧
撮
影
、
そ
し
てD

ual 
Energy　

Im
aging

の
機
能
的
な
広
が
り
に
期

待
し
て
い
ま
す
。
そ
の
一
方
で
、『SO

M
A

T
O

M
 

go.T
op

』
もT

in filter technology

を
使
っ
た

肺
の
単
純
Ｃ
Ｔ
な
ど
、
そ
の
低
被
ば
く
性
能
が

発
揮
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
お
り
、
今

は
こ
の
２
台
の
Ｃ
Ｔ
を
ど
の
よ
う
に
活
用
し
て
い

く
か
、
ワ
ク
ワ
ク
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
」

PACSビューワ端末上で読影を行う若宮氏。同ビューワ端末上では、
画像解析ソリューション「syngo .via」を展開することが可能で、Dual 
Energy Imaging などの画像解析が簡便にできる。

低 線 量 肺がん C T 検 診 画 像モバイルワークフローCT「SOMATOM go.Top」の臨床画像①

【図１】低線量肺がん CT 検診に
おいて Tin filter technologyを
用いた胸部 CT 画像。Tin filter 
technology を用いることで、従
来に比べて十分に低い線量で診
断に必要な画質が得られている。

低線量肺がんCT検診画像
CTDIvol 0.63 mGy
Eff.dose 0.39 mSv

【図２】胸部ルーチン検査での
Tin filter technologyを用いた
CT 画像。検診だけでなくルーチ
ン検査でもTin filter technology
を活用することで、画質を保ちな
がら以前の装置に比べて格段に
被ばく線量を低減できている。

胸部ルーチン画像　Tin filter（なし） CTDIvol 8.73 mGy 胸部ルーチン画像　Tin filter（あり） CTDIvol 3.26 mGy
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タ
ー
し
て
も
ら
う
よ
う
、
１
週
間
単
位
の
ロ
ー

テ
ー
シ
ョ
ン
を
組
み
、
１
人
が
３
つ
程
度
の
モ

ダ
リ
テ
ィ
を
担
当
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
」

　

画
像
診
断
用
の
Ｃ
Ｔ
２
台
を
、
年
内
同
時
に

更
新
す
る
こ
と
に
な
っ
た
経
緯
に
つ
い
て
古
山

氏
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
当
初
は
１
台
ず
つ
の
更
新
を
予
定
し
て
い
ま
し

た
が
、
従
来
装
置
の
稼
働
が
２
台
と
も
10
年
以

上
経
過
し
て
い
た
こ
と
や
、
院
内
の
諸
事
情
も

あ
っ
て
２
台
一
度
に
更
新
す
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。
同
年
度
内
に
導
入
す
る
こ
と
の
メ
リ
ッ
ト

と
し
て
、
導
入
コ
ス
ト
を
抑
え
る
こ
と
も
可
能

と
な
り
ま
す
。
な
お
、
１
台
は
ハ
イ
ス
ペ
ッ
ク

な
装
置
、
も
う
１
台
は
汎
用
性
が
高
く
、
か
つ

高
性
能
な
装
置
を
希
望
し
、
そ
の
上
で
機
種
選

定
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
じ
市
立
病
院
施
設
で
、
人
事
交
流

も
行
っ
て
い
る
長
浜
市
立
湖
北
病
院
で
も
Ｃ
Ｔ

が
更
新
時
期
を
迎
え
て
い
た
こ
と
か
ら
、
３
台

と
も
同
じ
メ
ー
カ
ー
製
の
装
置
を
選
定
す
る
こ

と
と
し
ま
し
た
。
同
じ
メ
ー
カ
ー
製
で
あ
れ
ば
、

運
用
に
も
プ
ラ
ス
を
も
た
ら
す
と
考
え
、
合
わ

せ
て
導
入
コ
ス
ト
を
よ
り
抑
え
ら
れ
る
と
判
断

し
た
か
ら
で
す
」

　

診
療
放
射
線
技
師
の
立
場
か
ら
、
新
Ｃ
Ｔ
に

求
め
た
要
件
を
古
山
氏
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
新
装
置
は
“
患
者
さ
ん
だ
け
で
な
く
診
療
放

　

市
立
長
浜
病
院
で
は
、
薬
剤
師
を
除
い
た
技

術
系
メ
デ
ィ
カ
ル
ス
タ
ッ
フ
、
す
な
わ
ち
臨
床

検
査
技
師
や
臨
床
工
学
技
士
、
管
理
栄
養
士
や

理
学
療
法
士
な
ど
の
リ
ハ
ビ
リ
関
係
の
ス
タ
ッ

フ
ら
は
、
医
療
技
術
局
に
所
属
す
る
。
診
療
放

射
線
技
師
も
同
局
に
所
属
し
、
そ
の
局
内
の
一

部
署
で
あ
る
放
射
線
技
術
科
に
お
い
て
放
射
線

関
連
業
務
に
従
事
し
て
い
る
。
放
射
線
技
術
科

に
は
、
診
療
放
射
線
技
師
22
名
が
在
籍
。
治
療

計
画
用
を
含
め
Ｃ
Ｔ
を
４
台
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
を
２
台
、

リ
ニ
ア
ッ
ク
１
台
、
血
管
撮
影
装
置
３
台
等
、

多
く
の
高
度
医
療
機
器
を
有
し
て
い
る
。
放
射

線
技
術
科
の
技
師
長
で
あ
る
古
山
忠
宏
氏
は
、

同
科
の
業
務
に
つ
い
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
検
査
件
数
は
Ｃ
Ｔ
が
年
間
２
万
件
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
は

７
４
０
０
件
、
放
射
線
治
療
は
４
８
０
０
件
を

数
え
ま
す
。
時
間
外
や
救
急
で
の
対
応
や
、
最

近
は
術
中
イ
メ
ー
ジ
ン
グ
な
ど
の
業
務
も
あ
り
、

ス
タ
ッ
フ
に
は
満
遍
な
く
撮
影
技
術
を
マ
ス

射
線
技
師
に
も
優
し
い
装
置
で
あ
る
こ
と
、
長

期
間
使
用
で
き
る
装
置
で
あ
る
こ
と
”
を
念
頭

に
、
ど
の
よ
う
な
機
能
が
必
要
か
を
検
討
し
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
被
ば
く
線
量
の
低
減
、
造

影
剤
使
用
量
の
低
減
を
実
現
し
、
そ
し
てD

ual  
Energy Im

aging

や
４
Ｄ
画
像
な
ど
臨
床
上

有
益
な
画
像
デ
ー
タ
を
安
定
的
に
供
給
で
き
る

装
置
で
あ
る
点
を
重
視
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。 

さ
ら
に
、
当
院
は
公
立
病
院
な
の
で
、
数
年
で

装
置
を
買
い
替
え
る
訳
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
保

守
や
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
へ
の
対
応
等
、
長
期

間
の
運
用
に
も
耐
え
ら
れ
る
装
置
で
あ
る
こ
と
、 

新
Ｃ
Ｔ
を
導
入
す
る
部
屋
が
24
㎡
と
決
し
て
広

く
は
な
い
た
め
、
こ
の
ス
ペ
ー
ス
で
も
検
査
業

務
に
支
障
を
来
さ
な
い
コ
ン
パ
ク
ト
性
も
選
定

の
要
件
で
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
多
く
の
要
件
を
掲
げ
、
各
メ
ー

カ
ー
の
装
置
を
十
分
比
較
検
討
し
、
他
施
設
へ

の
見
学
な
ど
も
含
め
て
入
念
に
選
定
作
業
を
進

め
た
結
果
、
シ
ー
メ
ン
ス
の
『SO

M
A

T
O

M
 

go.T
op

』
と
『SO

M
A

T
O

M
 D

rive

』
の
導
入

を
決
め
た
の
で
す
」

　

Ｃ
Ｔ
検
査
に
専
従
し
て
い
る
放
射
線
技
術
科 

の
主
幹
で
あ
る
北
川 

徹
氏
は
、「SO
M

A
T

O
M

 
go.T

op

」
の
有
用
性
に
つ
い
て
、
つ
ぎ
の
よ
う

に
話
す
。

「
運
用
を
開
始
し
て
数
ヵ
月
が
経
過
し
ま
し
た

が
、『SO

M
A

T
O

M
 go.T

op

』
で
の
検
査
件
数

は
７
月
実
績
で
５
５
０
件
、
こ
の
内
、
約
半
数

は
造
影
検
査
で
、
放
射
線
技
術
科
に
お
け
る
造

影
Ｃ
Ｔ
検
査
は
ほ
ぼ
全
例
で
、『SO

M
A

T
O

M
 

go.T
op

』
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

　

同
Ｃ
Ｔ
は
、
今
ま
で
以
上
に
被
ば
く
線
量
を

減
ら
し
つ
つ
も
高
画
質
な
画
像
を
描
出
し
て
い

ま
す
。
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
が
新
し
く
な
っ
た
こ

と
も
あ
り
、
操
作
に
慣
れ
る
の
に
若
干
時
間
が

掛
か
り
ま
し
た
が
、
撮
影
時
間
だ
け
で
な
く
寝

台
の
動
く
ス
ピ
ー
ド
も
速
く
な
っ
て
い
る
の
で
、

患
者
さ
ん
の
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
が
迅
速
に
行
え
、

検
査
時
間
全
体
の
短
縮
化
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　

低
被
ば
く
と
い
う
点
で
はT

in filter tech
nology

が
素
晴
ら
し
く
、
低
管
電
圧
撮
影
と
組

み
合
わ
せ
て
線
量
を
従
来
の
６
割
程
度
に
抑
え

る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

　

低
管
電
圧
で
撮
影
し
た
画
像
は
、
ノ
イ
ズ
が

少
な
く
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
も
良
好
で
す
し
、
低
管

電
圧
撮
影
が
可
能
と
な
っ
た
こ
と
で
造
影
剤
の

濃
度
と
量
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

ま
さ
に
、
検
査
ス
タ
ッ
フ
に
と
っ
て
も
、
患
者

さ
ん
に
と
っ
て
も
“
優
し
い
”
Ｃ
Ｔ
と
言
え
ま

す
ね
。

　

今
後
は
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
用
い
た
検
査
の

効
率
化
や
、D

ual Energy Im
aging

の
活
用

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
」

　

古
山
氏
も
、
今
回
の
新
Ｃ
Ｔ
導
入
に
は
、
メ
ー

カ
ー
の
対
応
も
含
め
満
足
し
て
い
る
と
話
す
。

「
更
新
以
前
か
ら
シ
ー
メ
ン
ス
製
の
Ｃ
Ｔ
を
使
用

し
て
い
ま
す
が
、装
置
選
定
で
は
あ
く
ま
で
“
最

検
査
で
大
い
に
威
力
を
発
揮
し
て
く
れ
る
だ
ろ

う
と
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

『SO
M

A
T

O
M

 D
rive

』は
、心
臓
領
域
や
造
影

検
査
、D

ual Energy Im
aging

を
中
心
に
利

用
す
る
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。『SO

M
A

T
O

M
 

go.T
op

』
に
関
し
て
も
、T

in filter techno
logy

に
よ
る
被
ば
く
低
減
を
活
用
し
な
が
ら
、

呼
吸
に
よ
る
動
き
の
少
な
い
整
形
領
域
で
の

D
ual Energy Im

aging

な
ど
に
期
待
し
て
い

ま
す
」

　

放
射
線
技
術
科
の
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
、

古
山
氏
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
高
額
と
な
る
画
像
診
断
装
置
の
購
入
で
す
が
、

当
院
は
市
立
病
院
な
の
で
安
全
・
安
心
な
医
療

を
行
え
る
画
像
診
断
装
置
を
導
入
し
、
安
全
・

安
心
な
医
療
を
提
供
す
る
こ
と
で
市
民
に
還
元

で
き
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

　

当
院
に
は
、
稼
働
後
10
年
以
上
経
過
し
て
い

る
装
置
も
多
く
、
リ
ニ
ア
ッ
ク
を
は
じ
め
、
順

次
更
新
し
て
い
く
計
画
を
立
て
て
い
ま
す
。

　

新
し
い
Ｃ
Ｔ
は
、
院
内
の
検
査
だ
け
で
な
く
、

今
後
は
紹
介
検
査
も
積
極
的
に
受
け
入
れ
る
よ

う
に
し
て
い
き
、
地
域
全
体
と
し
て
有
効
利
用

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

市
立
長
浜
病
院

医
療
技
術
局 

放
射
線
技
術
科 

技
師
長

古
山
忠
宏
氏
に
聞
く

■

市
立
長
浜
病
院  

医
療
技
術
局 

放
射
線
技
術
科

年
度
内
の
Ｃ
Ｔ
２
台
同
時
更
新
で
導
入
コ
ス
ト
を
抑
え
な
が
ら

高
性
能
装
置
の
導
入
を
実
現
し
て
、
検
査
の
質
向
上
を
図
る

1986 年新潟大学医療技術短期大学
部診療放射技術学科（現：新潟大学
医学部保健学科放射線技術科学専
攻）卒。同年 4 月市立長浜病院勤務。
2018 年同院医療技術局放射線技術
科技師長、現在に至る。（公社）滋
賀県放射線技師会会長。

古山忠宏（ふるやま・ただひろ）氏

院
内
の
ニ
ー
ズ
に
適
応
し
た
性
能
と

長
期
間
で
の
使
用
を
考
慮
し
て
選
定

２
台
の
Ｃ
Ｔ
を
同
時
に
更
新

モバイルワークフローCT「SOMATOM go.Top」の臨床画像②

【図４】肺塞栓症におけるDual Energy
撮影を実施した画像。通常の肺動脈内
⾎栓評価に加えて、付加情報として灌流
低下域を描出するヨードマップ画像を同
時に確認するメリットを、導入後短期間で
既に実感している。

腹部大動脈瘤造影画像
低管電圧：90kV
造影剤使用量：
　320mgI/kg（以前は 540mgI/kg）
　240mgI/ml 製剤を使用

【図３】腹部大動脈瘤造影における低管電圧撮影を
実施した画像。低管電圧（90kV）撮影が行えるよ
うになったことで造影剤使用量の 40% 低減が可能に
なった。さらに、低濃度製剤を使用できるため、患者、
スタッフともに注入圧に対するストレスがなくなった。

a

c

b

d

肺塞栓症　Dual Energy 画像
a,b) 抗凝固剤治療前：⾎栓に対応する部位に⾎流低下がみられた。
c,d) 抗凝固剤治療後：治療後、⾎栓の縮小と右葉の⾎流改善が確認できる。
　　　　　　　　　　左葉においては残存⾎栓とそれに対応する
　　　　　　　　　　⾎流欠損の継続がみられた。
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市立長浜病院

所在地：滋賀県長浜市大戌亥町 313 番地
病床数：587床（一般病床483床、療養病床104床）
院　長：神田 雄史

　開設以来、地域住民に貢献する地域完結
型医療の推進を続けている市立長浜病院
は、2018 年には「地域医療支援病院」に
承認され、2019 年には「地域がん診療連
携拠点病院」の更新が認められるなど、滋
賀県の湖北医療圏における中核施設として
地域医療を支えている。
　また、滋賀県では、2014 年に滋賀県全
域を結ぶ地域医療連携ネットワークを構築
しているが、現在、「びわ湖あさがおネット」
として、湖北圏域における情報提供病院で
ある市立長浜病院・長浜赤十字病院・長浜
市立湖北病院の３病院と、情報閲覧機関で
ある診療所、薬局等がITネットワークの専
用回線で結ばれ、地域医療の質の向上を
図っている。

タ
ー
し
て
も
ら
う
よ
う
、
１
週
間
単
位
の
ロ
ー

テ
ー
シ
ョ
ン
を
組
み
、
１
人
が
３
つ
程
度
の
モ

ダ
リ
テ
ィ
を
担
当
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
」

　

画
像
診
断
用
の
Ｃ
Ｔ
２
台
を
、
年
内
同
時
に

更
新
す
る
こ
と
に
な
っ
た
経
緯
に
つ
い
て
古
山

氏
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
当
初
は
１
台
ず
つ
の
更
新
を
予
定
し
て
い
ま
し

た
が
、
従
来
装
置
の
稼
働
が
２
台
と
も
10
年
以

上
経
過
し
て
い
た
こ
と
や
、
院
内
の
諸
事
情
も

あ
っ
て
２
台
一
度
に
更
新
す
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。
同
年
度
内
に
導
入
す
る
こ
と
の
メ
リ
ッ
ト

と
し
て
、
導
入
コ
ス
ト
を
抑
え
る
こ
と
も
可
能

と
な
り
ま
す
。
な
お
、
１
台
は
ハ
イ
ス
ペ
ッ
ク

な
装
置
、
も
う
１
台
は
汎
用
性
が
高
く
、
か
つ

高
性
能
な
装
置
を
希
望
し
、
そ
の
上
で
機
種
選

定
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
じ
市
立
病
院
施
設
で
、
人
事
交
流

も
行
っ
て
い
る
長
浜
市
立
湖
北
病
院
で
も
Ｃ
Ｔ

が
更
新
時
期
を
迎
え
て
い
た
こ
と
か
ら
、
３
台

と
も
同
じ
メ
ー
カ
ー
製
の
装
置
を
選
定
す
る
こ

と
と
し
ま
し
た
。
同
じ
メ
ー
カ
ー
製
で
あ
れ
ば
、

運
用
に
も
プ
ラ
ス
を
も
た
ら
す
と
考
え
、
合
わ

せ
て
導
入
コ
ス
ト
を
よ
り
抑
え
ら
れ
る
と
判
断

し
た
か
ら
で
す
」

　

診
療
放
射
線
技
師
の
立
場
か
ら
、
新
Ｃ
Ｔ
に

求
め
た
要
件
を
古
山
氏
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
新
装
置
は
“
患
者
さ
ん
だ
け
で
な
く
診
療
放

　

市
立
長
浜
病
院
で
は
、
薬
剤
師
を
除
い
た
技

術
系
メ
デ
ィ
カ
ル
ス
タ
ッ
フ
、
す
な
わ
ち
臨
床

検
査
技
師
や
臨
床
工
学
技
士
、
管
理
栄
養
士
や

理
学
療
法
士
な
ど
の
リ
ハ
ビ
リ
関
係
の
ス
タ
ッ

フ
ら
は
、
医
療
技
術
局
に
所
属
す
る
。
診
療
放

射
線
技
師
も
同
局
に
所
属
し
、
そ
の
局
内
の
一

部
署
で
あ
る
放
射
線
技
術
科
に
お
い
て
放
射
線

関
連
業
務
に
従
事
し
て
い
る
。
放
射
線
技
術
科

に
は
、
診
療
放
射
線
技
師
22
名
が
在
籍
。
治
療

計
画
用
を
含
め
Ｃ
Ｔ
を
４
台
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
を
２
台
、

リ
ニ
ア
ッ
ク
１
台
、
血
管
撮
影
装
置
３
台
等
、

多
く
の
高
度
医
療
機
器
を
有
し
て
い
る
。
放
射

線
技
術
科
の
技
師
長
で
あ
る
古
山
忠
宏
氏
は
、

同
科
の
業
務
に
つ
い
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
検
査
件
数
は
Ｃ
Ｔ
が
年
間
２
万
件
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
は

７
４
０
０
件
、
放
射
線
治
療
は
４
８
０
０
件
を

数
え
ま
す
。
時
間
外
や
救
急
で
の
対
応
や
、
最

近
は
術
中
イ
メ
ー
ジ
ン
グ
な
ど
の
業
務
も
あ
り
、

ス
タ
ッ
フ
に
は
満
遍
な
く
撮
影
技
術
を
マ
ス

射
線
技
師
に
も
優
し
い
装
置
で
あ
る
こ
と
、
長

期
間
使
用
で
き
る
装
置
で
あ
る
こ
と
”
を
念
頭

に
、
ど
の
よ
う
な
機
能
が
必
要
か
を
検
討
し
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
被
ば
く
線
量
の
低
減
、
造

影
剤
使
用
量
の
低
減
を
実
現
し
、
そ
し
てD

ual  
Energy Im

aging

や
４
Ｄ
画
像
な
ど
臨
床
上

有
益
な
画
像
デ
ー
タ
を
安
定
的
に
供
給
で
き
る

装
置
で
あ
る
点
を
重
視
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。 

さ
ら
に
、
当
院
は
公
立
病
院
な
の
で
、
数
年
で

装
置
を
買
い
替
え
る
訳
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
保

守
や
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
へ
の
対
応
等
、
長
期

間
の
運
用
に
も
耐
え
ら
れ
る
装
置
で
あ
る
こ
と
、 

新
Ｃ
Ｔ
を
導
入
す
る
部
屋
が
24
㎡
と
決
し
て
広

く
は
な
い
た
め
、
こ
の
ス
ペ
ー
ス
で
も
検
査
業

務
に
支
障
を
来
さ
な
い
コ
ン
パ
ク
ト
性
も
選
定

の
要
件
で
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
多
く
の
要
件
を
掲
げ
、
各
メ
ー

カ
ー
の
装
置
を
十
分
比
較
検
討
し
、
他
施
設
へ

の
見
学
な
ど
も
含
め
て
入
念
に
選
定
作
業
を
進

め
た
結
果
、
シ
ー
メ
ン
ス
の
『SO

M
A

T
O

M
 

go.T
op

』
と
『SO

M
A

T
O

M
 D

rive

』
の
導
入

を
決
め
た
の
で
す
」

　

Ｃ
Ｔ
検
査
に
専
従
し
て
い
る
放
射
線
技
術
科 

の
主
幹
で
あ
る
北
川 

徹
氏
は
、「SO
M

A
T

O
M

 
go.T

op

」
の
有
用
性
に
つ
い
て
、
つ
ぎ
の
よ
う

に
話
す
。

「
運
用
を
開
始
し
て
数
ヵ
月
が
経
過
し
ま
し
た

が
、『SO

M
A

T
O

M
 go.T

op

』
で
の
検
査
件
数

は
７
月
実
績
で
５
５
０
件
、
こ
の
内
、
約
半
数

は
造
影
検
査
で
、
放
射
線
技
術
科
に
お
け
る
造

影
Ｃ
Ｔ
検
査
は
ほ
ぼ
全
例
で
、『SO

M
A

T
O

M
 

も
病
院
の
ニ
ー
ズ
に
適
し
た
装
置
を
選
ぶ
”
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。
今
回
も
、
た
ま
た
ま
そ
れ

が
シ
ー
メ
ン
ス
さ
ん
だ
っ
た
だ
け
で
す
。

　

Ｍ
Ｒ
Ｉ
等
で
も
シ
ー
メ
ン
ス
製
を
導
入
し
て

い
ま
す
が
、
メ
ー
カ
ー
の
サ
ー
ビ
ス
体
制
は
よ

く
、
ト
ラ
ブ
ル
等
に
も
迅
速
に
対
応
し
て
も
ら
っ

て
い
ま
す
。『SO

M
A

T
O

M
 go.T

op

』
も
稼
働

以
来
、
ト
ラ
ブ
ル
ら
し
い
ト
ラ
ブ
ル
は
発
生
し

て
お
ら
ず
、
非
常
に
満
足
し
て
い
ま
す
」

　

北
川
氏
は
、
８
月
か
ら
本
格
稼
働
を
開
始
し

た
『SO

M
A

T
O

M
 D

rive

』
に
も
期
待
し
て
い

る
と
話
す
。

「D
ual Source

を
備
え
る
『SO

M
A

T
O

M
 

D
rive

』
は
装
置
と
し
て
の
ス
ペ
ッ
ク
が
高
く
、

特
に
時
間
分
解
能
が
優
れ
て
い
る
の
で
、
息
止

め
が
困
難
な
患
者
さ
ん
へ
の
検
査
対
応
や
心
臓

go.T
op

』
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

　

同
Ｃ
Ｔ
は
、
今
ま
で
以
上
に
被
ば
く
線
量
を

減
ら
し
つ
つ
も
高
画
質
な
画
像
を
描
出
し
て
い

ま
す
。
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
が
新
し
く
な
っ
た
こ

と
も
あ
り
、
操
作
に
慣
れ
る
の
に
若
干
時
間
が

掛
か
り
ま
し
た
が
、
撮
影
時
間
だ
け
で
な
く
寝

台
の
動
く
ス
ピ
ー
ド
も
速
く
な
っ
て
い
る
の
で
、

患
者
さ
ん
の
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
が
迅
速
に
行
え
、

検
査
時
間
全
体
の
短
縮
化
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　

低
被
ば
く
と
い
う
点
で
はT

in filter tech
nology

が
素
晴
ら
し
く
、
低
管
電
圧
撮
影
と
組

み
合
わ
せ
て
線
量
を
従
来
の
６
割
程
度
に
抑
え

る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

　

低
管
電
圧
で
撮
影
し
た
画
像
は
、
ノ
イ
ズ
が

少
な
く
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
も
良
好
で
す
し
、
低
管

電
圧
撮
影
が
可
能
と
な
っ
た
こ
と
で
造
影
剤
の

濃
度
と
量
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

ま
さ
に
、
検
査
ス
タ
ッ
フ
に
と
っ
て
も
、
患
者

さ
ん
に
と
っ
て
も
“
優
し
い
”
Ｃ
Ｔ
と
言
え
ま

す
ね
。

　

今
後
は
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
用
い
た
検
査
の

効
率
化
や
、D

ual Energy Im
aging

の
活
用

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
」

　

古
山
氏
も
、
今
回
の
新
Ｃ
Ｔ
導
入
に
は
、
メ
ー

カ
ー
の
対
応
も
含
め
満
足
し
て
い
る
と
話
す
。

「
更
新
以
前
か
ら
シ
ー
メ
ン
ス
製
の
Ｃ
Ｔ
を
使
用

し
て
い
ま
す
が
、装
置
選
定
で
は
あ
く
ま
で
“
最

検
査
で
大
い
に
威
力
を
発
揮
し
て
く
れ
る
だ
ろ

う
と
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

『SO
M

A
T

O
M

 D
rive

』は
、心
臓
領
域
や
造
影

検
査
、D

ual Energy Im
aging

を
中
心
に
利

用
す
る
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。『SO

M
A

T
O

M
 

go.T
op

』
に
関
し
て
も
、T

in filter techno
logy

に
よ
る
被
ば
く
低
減
を
活
用
し
な
が
ら
、

呼
吸
に
よ
る
動
き
の
少
な
い
整
形
領
域
で
の

D
ual Energy Im

aging

な
ど
に
期
待
し
て
い

ま
す
」

　

放
射
線
技
術
科
の
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
、

古
山
氏
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
高
額
と
な
る
画
像
診
断
装
置
の
購
入
で
す
が
、

当
院
は
市
立
病
院
な
の
で
安
全
・
安
心
な
医
療

を
行
え
る
画
像
診
断
装
置
を
導
入
し
、
安
全
・

安
心
な
医
療
を
提
供
す
る
こ
と
で
市
民
に
還
元

で
き
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

　

当
院
に
は
、
稼
働
後
10
年
以
上
経
過
し
て
い

る
装
置
も
多
く
、
リ
ニ
ア
ッ
ク
を
は
じ
め
、
順

次
更
新
し
て
い
く
計
画
を
立
て
て
い
ま
す
。

　

新
し
い
Ｃ
Ｔ
は
、
院
内
の
検
査
だ
け
で
な
く
、

今
後
は
紹
介
検
査
も
積
極
的
に
受
け
入
れ
る
よ

う
に
し
て
い
き
、
地
域
全
体
と
し
て
有
効
利
用

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

Tin filter technology

に
よ
る
低
被
ば
く
化
と

低
管
電
圧
撮
影
で
の
造
影
剤
低
減
を
実
現

「S
O

M
ATO

M
 go.Top

」

市 立 長 浜 病 院で稼 働中の 3 テスラ MRI
「MAGNETOM Skyra(シーメンス )」。同装
置をはじめ、同院では MRI ２台、アンギオ装
置 3 台、リニアック1 台など、高度な医療を支
える先進的なモダリティを豊富に揃えている。

「SOMATOM go.Top」を操作
する古山氏。シーメンス製品は、
どのモダリティでも操作に慣れるの
が早いという。

仕上サイズ
データ 登録
280
210

右アキ

280
210
右

天地
左右
アキ
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